


「大谷地住宅」の入居者を募集しています
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今
月
の
表
紙

多田直正さん（宮内）の自宅周辺に広がる「小さな花見
山 西神城」。多田さんがコツコツ10年以上の月日をか
けて手入れをしてきました。数万本の水仙は、一つひと
つ株分けをして増やしています。色とりどりの花々に囲ま
れ、まるで桃源郷のような花景色。多田さんは「自由に訪
れ散策を楽しんでほしい」と笑顔を見せていました。

今月の話題

　
「
村
民
の
帰
還
」と「
移
住・定
住
」

の
促
進
を
目
指
し
整
備
を
し
て
き

た
福
島
再
生
賃
貸
住
宅「
大
谷
地

住
宅
」が
完
成
し
、4
月
3
日
に
竣

工
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
木
造
２
階
建
て
の
住
宅
10
戸
を

新
た
に
建
設
し
た「
大
谷
地
住
宅
」

は
、草
野
集
会
所
や
村
営
住
宅
に

隣
接
し
て
い
ま
す
。現
地
で
行
わ
れ

た
竣
工
式
で
は
、杉
岡
村
長
が「
子

育
て
世
代
も
快
適
に
暮
ら
せ
る
住

宅
を
整
備
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も

“
選
ば
れ
る
村
”と
な
れ
る
よ
う
邁
進

し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、多
く
の
来

賓
よ
り
祝
辞
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、式
の
締
め
く
く
り
に
、杉
岡

村
長
が
入
居
者
代
表
に
鍵
を
引
き

渡
す
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

代
表
で
引
き
渡
し
を
受
け
た
小
原

田
良
一さ
ん
は
、宮
城
県
石
巻
市
で
被

災
を
し
た
農
業
者
で
、飯
舘
村
で
再

び
農
業
に
取
り
組
み
ま
す
。「
住
ま

い
は
非
常
に
快
適
で
す
。こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
経
験
を
活
か
し
、地
域

に
溶
け
込
み
、楽
し
く
仕
事
を
し
て

い
き
た
い
」と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
※
入
居
要
件
な
ど
の
情
報
は

　
　
　
　
　
　
P
2
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

福島再生賃貸住宅「大谷地住宅」竣工式     住まいの整備を進めています

■ 対象者…①現に住宅に困窮しており本人（と家族）が居住する方。②入居申込者および同居
する者が暴力団員でない方。③子育て世帯、新婚世帯（夫婦の合計年齢が 80 歳未満）、飯舘村
に住所を移転する（した）方、または飯舘村に帰還する（した）方。④月額所得が中位（15万
8,001円以上 48万7,000 円以下）の方。所得が中位に満たない場合、所得の上昇が見込まれる方。
⑤税等の滞納がない方。
■ 募集住宅…２ＬＤＫ（戸建て・２階建） ／ ３ＬＤＫ（戸建て・２階建） 
■ 家 賃…入居世帯の所得などにより決定します。
■ 敷 金…家賃の３か月分 ※入居には連帯保証人が必要です。
■ 提出書類…①申込書（建設課にあります）②完納証明書　③入居者全員の住民票および所得
　　　　　　  証明書　 ④（該当する方のみ）婚約等証明書、戸籍謄本、障がい者手帳 など
■ そ の 他…持ち家のある方はお申し込みできません。

NEW!

NEW!

開 放 感 のある吹き抜 け
で ２ 階 部 分とつ な がる
リビングダイニング。高
気密・高断熱の仕様で、
暑 い 季 節も寒 い 季 節も
快適に過ごせます。

問  建設課建設管理係 ☎︎0244-42-1624

 P３記事
もご参照
ください。

広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 2233



　
村
の「
総
合
振
興
計
画
」と
聞

く
と
、行
政
だ
け
の
計
画
の
よ
う

に
感
じ
て
し
ま
う
方
も
少
な
く

な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。確
か
に

仕
組
み
や
体
制
を
整
え
る
部
分

は
行
政
の
仕
事
に
な
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
を
生
か
し
て
行
動
し
、計

画
を
結
実
さ
せ
る
の
は
、実
は
村

民
の
皆
さ
ん
で
す
。「
総
合
振
興

計
画
」は
、村
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
や
な
り
わ
い
、学
び
を
支
え
、

よ
り
よ
い
未
来
を
形
づ
く
る
た

め
の
も
の
。皆
さ
ん一人
ひ
と
り
の

取
り
組
み
が
、計
画
の
根
幹
で
あ

り
、原
動
力
な
の
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
に
関
連
す

る
ポ
イ
ン
ト
が
、計
画
の
中
に
必

ず
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
に
意
識

を
お
い
て一
人
ひ
と
り
が
取
り
組

む
こ
と
に
よ
っ
て
、計
画
は
大
き

く
前
進
し
ま
す
。７
次
総
に
力

を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。み
ん
な
で

や
って
み
ま
し
ょ
う
！

❶ 人口増加策　

よりよい未来をつくろう日常に落とし込み自分に置き換えて考え７次総計画が完成！
村民代表と有識者による話
し合いや村民アンケートを
実施し計画を策定しました。

みんなで意見を出し合い

特集１

01 02 03 04 05

原案がまとまり、議会の議決
を経て、「飯舘村第７次総合
振興計画」が完成。

村のHPに計画を公開しダ
イジェスト版を全戸配付。さ
て自分にできることは…！？

日々の仕事も暮らしも子育
ても、趣味やライフワークも
村づくりにつながります。

一人ひとりの前向きな行動
が地域のよりよい未来を形
づくっていきます。

み
ん
な
で
や
っ
て
み
る
７
次
総

村民総出で実現したい！実は身近な計画なのです。

一
人
ひ
と
り
の
行
動
や
暮
ら
し
や
な
り
わ
い
こ
そ
が
村
づ
く
り
！

村の将来像

美わしく  清らかな村  いいたて美わしく  清らかな村  いいたて
うる きよ

７次総がスタートした今年度は、飯舘村の村政施行
70周年の節目にも重なります。70年間の足跡に思い
を馳せつつ、未来に向けて課題と希望を共有し、一歩
一歩着実に、歩みを進めていきましょう。

村政施行70周年
　   　 ×
　    ７次総

(デジタル変革)❸ DX

❷ ゼロ カーボン

例えば３つの共通重点事項では共通重点事項

今
年
度
の
主
な
補
助
事
業
・

支
援
事
業
も
合
わ
せ
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

観光客や移住希望者に

温かい声かけをして迎

えましょう。

村の子ども達の成長を

地域全体で支え、共に

喜び合いましょう。

家族や地域で協力して

農地を守りましょう。

日頃から節電・エコド

ライブなどを実践しま

しょう。

スマート農業など新た

な技術を取り入れてみ

ましょう。

村に関わる事業所等で
はDX推進に向けた基
盤整備や人材育成に取
り組みましょう。

村は「なりわい人口」の目標を
掲げ、全ての分野において人
口増加策に戦略的に取り組み
持続可能な村を目指します。

全ての施策と共に、村民生活
にも関わります。持続可能な
未来を見据えた、環境と調和
する村を目指します。

デジタルの力を活かした施策
に取り組み、村民一人ひとり
が幸せや豊かさを実感できる
村を目指します。

皆さんも「マイプラン」を
考えて７次総に取り組ん
でみてください。

共通重点事項＝基本計画の全ての分野において
　　　　　　　長期的に取り組む事項

広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 4455



学
校
教
育

生
涯
学
習

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
伝
統
・
歴
史

防
災
･
火
災
予
防
･
防
犯

住
ま
い

環
境
・
景
観

道
路
・
河
川

公
共
交
通

地
域
活
動

行
財
政

農
　
業

林
　
業

商
工
業

観
光
・
交
流

健
　
康

医
　
療

地
域
福
祉

こ
ど
も
・
子
育
て

持
続
可
能
で
稼
げ
る
農
畜
産
業
の

実
現
を
目
指
し
ま
す

豊
か
な
森
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

林
業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す

働
き
が
い
と
や
り
が
い
の
あ
る

商
工
業
の
振
興
を
目
指
し
ま
す

た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
、
と
も
に

楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
描
く

健
康
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
ま
す

さ
い
ご
ま
で
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る

医
療
体
制
の
構
築
を
目
指
し
ま
す

防
災
・
火
災
予
防
・
防
犯
と
も
に
気
づ
き
、

支
え
合
う
地
域
福
祉
の
実
現
を
目
指
し
ま
す

地
域
み
ん
な
で
支
え
合
う
子
育
て
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
と
個
性
を
伸
ば
す

「
未
来
を
拓
く
教
育
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す

地
域
の
活
性
化
を
促
す
「
自
立
的
な
学
び
に
よ
る

生
涯
学
習
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す

誰
も
が
気
軽
に
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

地
域
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し
・
文
化
・
伝
統
の

未
来
へ
の
継
承
を
目
指
し
ま
す

た
く
さ
ん
の
目
で
見
守
り
支
え
合
い
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

誰
も
が
愛
着
を
持
っ
て
住
み
続
け
ら
れ
る

住
ま
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

豊
か
な
自
然
環
境
や
里
山
風
景
の

維
持
・
継
承
を
目
指
し
ま
す

日
々
の
安
全
な
暮
ら
し
を
支
え

災
害
に
も
強
い
道
路
・
河
川
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

日
常
生
活
を
支
え
る
基
盤
と
な
る

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
指
し
ま
す

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
村
の
核
と
し
た

さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
の
実
現
を
目
指
し
ま
す

将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
運
営
の

実
現
を
目
指
し
ま
す

  

豊
か
な
産
業
と
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
る
村

豊
か
な
産
業
と
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
る
村

１１  
な
り
わ
い

な
り
わ
い

一
人
ひ
と
り
が
輝
き
支
え
合
う
村

一
人
ひ
と
り
が
輝
き
支
え
合
う
村

    

２２  

健健  

康康

学
び
と
文
化
で
未
来
を
拓
く
村

学
び
と
文
化
で
未
来
を
拓
く
村

    

３３  

教教  

育育

と
も
に
つ
く
る
安
心
で
安
ら
ぎ
が
続
く
村

と
も
に
つ
く
る
安
心
で
安
ら
ぎ
が
続
く
村

    

４４  

生生  

活活

み
ん
な
で
や
っ
て
み
る
７
次
総

例えば４つの基本施策では

村の牛肉や野菜を買っ
て食卓に取り入れてみ
よう。

家族や地域と協力して

農地を守りましょう。

村でしかできないものづ
くりやサービスを考えて
みよう。

村のお祭りやイベント
などに気軽に参加しま
しょう。

毎日の生活に運動や
ウォーキングを取り入
れ、メタボ予防に取り
組みましょう。

健康診査を毎年必ず受

けましょう。

地域の高齢者と一緒に
散歩や買い物をしてみ
ましょう。

村に関わる事業所等で
は子育て中の従業員へ
の理解や配慮を進めま
しょう。

学校ボランティアとし
て教育の場に一緒に参
加しましょう。

震災の経験を次の世代

に継承しましょう。

興味のある講座やサー
クルに参加して学びを
深めましょう。

いいたてスポーツ公園
や交流センター「ふれ
愛館」を気軽に利用し
てみよう。

いざという時に備えて
家庭で食料や水を備蓄
しよう。

道路・河川の草刈りや
清掃活動に参加しま
しょう。

村の自然に親しみ魅力

を再発見しましょう。

村の広報紙やSNSで
飯舘村の最新情報を
チェックしよう。

広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 6677



新

新

新

新

村民の皆さんが主役！

力を合わせてなりわい、にぎわいを創り出そう！

飯舘村の補助制度

子育て・学
びの支援や

福祉サービ
スなども

合わせて紹
介します

■事業に要する経費補助

■飯舘村産業団地はオーダーメイド型の整備をしています。

（旧・ふるさとの担い手スタートアップ事業）

ベンチャー企業創出支援事業
商
工
業

なりわい

企業立地支援制度

新規起業者や村内の商工業者などを支援する事業です。
交付の要件があります。詳しくはお問い合わせください。

村の資源を生かし独創的なアイデアで新たな産業を創出する人の創業経費の一部を助成。

問  産業振興課商工観光係 ☎︎0244-42-1620

はじめるサポート補助金

ひろげるサポート補助金

スタートダッシュ補助金

村関係者でなりわいを始めようとしている方を支援します。

村内で操業している法人・個人事業主を支援します。

国または県の補助金交付決定者が対象です。

働
き
が
い
と
や
り
が
い
の
あ
る
商
工
業
の
振
興
を
目
指
し
ま
す
。

問  村づくり推進課企画定住係 ☎︎0244-42-1613

この他、「自立・帰還支援雇用創出企業立地補助金」や、復興関連の国・県の支援もご活用いただけます。

※交付の要件があります。また、工事等着手の３か月前までの申請が必要です。
　期間に余裕を持ってご相談ください。

■用地取得

■機械整備等

■脱炭素化設備導入

■用地賃貸借

■工場取得

■福利厚生施設

■私道整備

❶製造業、❷物流施設を設置する業種、❸コールセンター、データセン
ターまたはそれに類似している業種、❹試験研究施設または開発施設等
を設置する業種、❺村長が特に認める業種を対象に、立地の初期段階か
ら操業開始後のフォローアップまで最大５億円の支援を行います。

水稲育苗補助事業
育苗施設が村外となることによる運搬経費の一部を支援します。

飯舘村未来へつなぐ農業支援事業

水稲病害虫防除対策支援事業

畜産再開素牛導入補助金

狩猟免許取得に係る経費の一部補助

和牛遺伝子評価支援事業

農業の振興と発展、経営維持や規模拡大をさまざまなメニューで支援します。

水稲カメムシによる損害を未然に防止し良質な米の生産を支援します。

繁殖雌牛の遺伝子を評価し、優良牛の繁殖計画の効率化を支援します。

村内で和牛飼養の再開を目指す農家を対象に、素牛導入の費用の一部を支援します。

新たに狩猟免許を取得した人を対象に、取得経費の一部を補助します。

農地中間管理事業
農地中間管理機構（農地バンク）を活用して、意欲ある担い手に農地の集積を図ります。
申請は地区単位。要件を満たせば機構集積協力金などが交付されます。

なりわい

就農準備資金・経営開始資金事業

農  

業

福島県営農再開支援事業

国・県の補助に係る申請のサポートも行っています。

次世代を担う農業者を目指す人に営農開始後の運転資金を補助します。

問  産業振興課農政係 ☎︎0244-42-1621／1625

営農を再開するまでの地力回復、電気牧柵等を支援します。

持
続
可
能
で
稼
げ
る
農
畜
産
業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

育苗施設の
整備も進め
ています。

支援を拡充し
がんばる商工
業者を応援！

がんばる商工業者支援事業

ひろげるサポートプラス補助金 村内で操業している法人・個人事業主の設備導入等を支援。

加工品認証制度補助金 村が認める認証制度に応募する村内事業者を支援します。

「みんなでやってみる７次総」も後押し

企業誘致・既
存企業支援で
雇用を充実！

■工場賃貸借

■雇用奨励 ■定住支援

■操業奨励金 ■村有地の貸付支援

詳細はお問い合わせください。
飯舘村独自の
手厚い支援メ
ニュー。

  豊豊かかなな産産業業とと新新たたな交な交流流がが生生まれまれるる村村

自分の家の農地のことを家族の人に聞いてみよう。

村ならではの「やってみたい！」を考えてみよう。

広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 8899



奨学金貸付事業

子育て・教育

不妊治療費助成事業

乳幼児医療費助成事業

赤ちゃん誕生祝金事業

子育て応援支援金事業
子ども達の学びを支え、ご家庭を応援するさまざまな制度があります。

次世代を担う子どもの誕生を祝い１人あたり20万円を支給します。

不妊治療を受ける夫婦（事実婚も含む）の自己負担の一部を最大50万円・最長３年間助成します。

18歳に達する日以降の最初の３月31日まで乳幼児医療費の個人負担分を助成します。

高校生・専門学校生・大学生・短大生等を対象とした無利子の奨学金です。

問  飯舘村教育委員会 ☎︎0244-42-1631

子
ど
も
は
村
の
た
か
ら
も
の
。

子
育
て
世
帯
を
全
力
で
応
援
し
ま
す
。

問  健康福祉課健康係 ☎︎0244-42-1637

問  健康福祉課福祉係 ☎︎0244-42-1633

問  健康福祉課健康係 ☎︎0244-42-1637

問  住民課住民係 ☎︎0244-42-1618

通学費等貸付事業
お子さんが高等学校等に進学する村内在住の保護者が対象です。正規の期間内に卒業した場合
は返還が免除されます。

奨学金返還支援事業
村内で就業・起業する方（営農を含む）の奨学金の返還を免除または補助します。

問  産業振興課商工観光係 ☎︎0244-42-1620

問  飯舘村教育委員会 ☎︎0244-42-1631

産後ケア事業
助産師によるお母さんと赤ちゃんへの育児サポート等を行う費用を助成しています。

問  健康福祉課健康係 ☎︎0244-42-1637

村に住所があれば村外の学校に通う場合も対象です。

希望の里学園の児童生徒は村に住所がない方も対象です。

●  父または母の住所が村にあり、かつ子どもも村に住所がある方。

（小学校及び義務教育学校並びに特別支援学校小学部入学時に支給する子育て応援支援金）

（中学校及び義務教育学校並びに特別支援学校中学部入学又は進学時に支給する子育て応援支援金）

（高等学校及び特別支援学校高等部入学時に支給する子育て応援支援金）

10万円

10万円

希望の里学園では前期課程から後期課程に進級する際に対象となります。

小学校入学時  子育て応援支援金

中学校入学時  子育て応援支援金

高等学校入学時  子育て応援支援金

●  いいたて希望の里学園に入学、進級する方。

対
象
と
な
る
方

20万円
村外介護サービス等送迎事業

医療・介護・福祉

予防接種事業

までいな健康づくり事業

●生活支援ワゴン運行事業

●サポートセンター「つながっぺ」運営事業

●日常生活支援（地域お助け合い）事業

総合健診事業

●地域活動支援センター「なのはな」運営事業

交通手段を持たない村内居住者の生活を支援します。

村内の一人暮らし高齢者・高齢者だけの世帯等の生活を、地域住民やボランティアが援助します。

サロン（健康体操やレクリエーション等を通した交流）を開催。見守り訪問活動も行っています。

障害のある方が気軽に立ち寄り、さまざまな活動で生きがいづくりできる場を提供しています。

要介護者等を村外の介護サービス事業所等へ送迎します。

乳幼児から高齢者まで各種予防接種費用の一部または全額を助成しています。

問  飯舘村社会福祉協議会 ☎︎0244-42-1021

問  健康福祉課健康係 ☎︎0244-42-1637

問  サポートセンター「つながっぺ」 ☎︎0244-26-5207

問  サポートセンター「つながっぺ」 ☎︎0244-26-5207

問  健康福祉課福祉係 ☎︎0244-42-1633

問   地域活動支援センター「なのはな」
　  ☎︎080-5849-8157

●は飯舘村社会福祉協議会に委託をしている事業です。

健康運動指導士が講師を務める「までいな健康運動塾」を開催。村民はどなたでも参加できます。

全
て
の
世
代
の
楽
し
い
健
康
づ
く
り
と

支
え
合
う
地
域
福
祉
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

保健師・栄養士による保健指導も行っています。

各種健診、人間ドックを実施しています。

学学びびとと文文化化でで未未来来をを拓拓くく村村
一一人人ひひとりとりがが輝輝きき支支ええ合合うう村村

お子さんやお孫さんに村の取り組みを伝えてみよう。おじいちゃん、おばあちゃんは元気かな？話をしに行ってみよう。

広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 10101111



暮らし・コミュニティ

飯舘村「までいな心の復興」事業

みがきあげよう！ふるさと補助金

飯舘村移住定住支援事業補助金

地域の魅力向上につながる行政区主体の取り組みを支援します。

人とつながり生きがいを持って前向きに生活できることを目的とした村民主体の取り組みを支援します。

飯舘村に移住する方が、空き家購入や住宅の新築・修繕に活用できる補助金です。

問  村づくり推進課企画定住係 ☎︎0244-42-1613

地
域
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
支
援
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
み
地
域
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

問  村づくり推進課企画定住係 ☎︎0244-42-1622

生涯学習

生涯学習支援事業（一人一趣味）
自主的に講座を開き活動する村民５人以上のグループに、講師謝金の一部を助成します。

問  交流センター「ふれ愛館」 （生涯学習課）☎︎0244-42-0072

結婚新生活支援事業
結婚し村内で新たに生活する婚姻世帯のリフォーム・家賃・引越し費用などを支援。所得な
どに要件があります。

結  婚

新
生
活
を

応
援
し
ま
す
。

自
立
的
な
学
び
に
よ
る

生
涯
学
習
を
応
援
！

生涯学習講座、自主文化事業なども多彩に行っています。ぜひご参加ください。

ふるさとの担い手わくわく補助金
意欲ある個人や有志団体が取り組む地域活性化事業を支援します。

問  村づくり推進課企画定住係 ☎︎0244-42-1622

以上、４月時点の主な補助事業を掲載しました。
この他、移住・定住を促進するための補助制度も充実しています。

一人ひとりの挑戦や、までいな暮らしの中に、「みんなでやってみる７次総」があります。
「美わしく  清らかな村  いいたて」を愛しみ、楽しみ、それぞれの７次総を続けていきましょう！

第７次総合振興計画

飯舘村新採用職員

健康福祉課健康係 

福島市出身
すず   き       も　 え

鈴木 萌恵

村の新しい顔
新採用職員と、応援をいただ

く国・県などからの派遣職員

の皆さんを紹介します。

住
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
に
お
力
添
え
で

き
る
よ
う
精
一
杯
力

を
奮
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

飯舘村新採用職員

住民課住民係 

伊達市出身
ながしょう     か  すみ

長正 佳純

明
る
く
丁
寧
に
、安

心
し
て
相
談
で
き
る

窓
口
対
応
を
心
が
け

ま
す
。

飯舘村新採用職員

までいの里のこども園

福島市出身
わたなべ

渡邉 あみ

住
民
の
皆
さ
ん
の

気
持
ち
に
寄
り
添
っ

て
、笑
顔
で
接
し
て

い
き
ま
す
。よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

復興庁駐在

村づくり推進課企画定住係 

千葉県市川市出身
まつ  ざわ    こう  へい

松澤 浩平

復
興
庁
福
島
復
興
浜

通
り
セ
ン
タ
ー
か
ら

ま
い
り
ま
し
た
。皆

様
の
た
め
汗
を
か
い

て
ま
い
り
ま
す
。よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東北農政局駐在

建設課農業基盤再生係 

秋田県秋田市出身
さ    が         ゆたか

嵯峨　穣

農
業
の
再
生
は
農
産

物
が
消
費
さ
れ
初
め

て
完
了
す
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。地
元
の

農
産
物
を
積
極
的
に

消
費
し
ま
す
。

福島県駐在

村づくり推進課企画定住係 

伊達市出身
おお うち     さと   こ

大内 智子

村
の
方
々
や
風
景

に
癒
さ
れ
、パ
ワ
ー

を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。村
の
た
め
、精
一

杯
が
ん
ば
り
ま
す
！

福島県専任

産業振興課農政係 

福島市出身
さ   とう      こ す も 

佐藤 越萌

県
か
ら
専
任
担
当
と

し
て
参
り
ま
し
た
。

飯
舘
村
の
営
農
再
開

の
力
に
な
れ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
！

伊達市派遣

建設課建設管理係 

伊達市出身
さ   とう    ゆう  いち

佐藤 悠一

飯
舘
村
さ
ん
の
復

興
・
発
展
に
少
し
で

も
お
役
に
立
て
る
よ

う
一
日
一
日
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

お知らせのページ

近畿経済産業局駐在

産業振興課商工観光係 

兵庫県稲美町出身
ささ   くら    こう  へい

笹倉 康平

飯
舘
村
の
復
興
・
発

展
の
お
力
と
な
れ
る

よ
う
精
一
杯
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

❶趣味と❷好きな食べ物も聞きました。

❶パンづくり
❷たけのこご飯

❶旅行と寺社巡り
❷山菜盛りだくさ
ん の 炊 き 込 み ご
飯、刺身

❶食べること
❷白米＋ご飯の
おとも

❶ゲーム
❷ラーメン、焼
きそば

❶美味しいもの
巡り
❷辛い物、豆乳

❶猫と遊ぶこと
❷お寿司

❶釣りと登山
❷和食全般

❶登山とヨガと
食べ歩き
❷お米、餃子、フ
ルーツ全般

❶車中泊とDIY
とアクアリウム
❷ カレ ー、ラー
メン、お菓子

身近な人とお互いの趣味の話をしてみよう。

「やってみたい」が原動力。友人や家族にアイデアを話してみよう。

ととももににつつくくるる安安心心でで安安ららぎぎがが続続くく村村

広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 12121313



１区　草  野

  渡部　功 さん

２区　深  谷

  齋藤照吉 さん

３区　伊丹沢

  花井敬三 さん

４区　関  沢

  庄司邦夫 さん

５区　小  宮

  髙橋正一 さん

６区　八木沢・芦原

       髙野義一 さん

７区　大  倉

  佐藤一郎 さん

８区　佐  須

  菅野宗夫 さん

草野／八巻吉邦さん　　深谷／齋藤守夫さん　　

伊丹沢／濱野正之さん　　　関沢／伏見伸治さん　　

小宮／須田幸正さん　　八木沢・芦原／木幡定夫さん

大倉／佐藤伸成さん　　佐須／大内和夫さん

宮内／菅野　智さん　　 　 飯樋町／髙橋　誠さん　

前田・八和木／只野博之さん　　大久保・外内／佐藤利男さん

上飯樋／山田利一さん　　比曽／佐藤健二さん　       

長泥／髙野和幸さん　　蕨平／菅野二三夫さん　

関根・松塚／菅野　守さん　　　  臼石／林　正好さん　　

前田／開沼　剛さん　　　  二枚橋・須萱／佐藤公雄さん

各行政区の副区長のお名前を紹介します

２０行政区の区長・副区長を紹介します

９区　宮  内

  大東　勇 さん

10区　飯樋町

 木幡久男 さん

11区　前田・八和木

       渡邊勝義 さん

12区　大久保・外内  
  久保内講一 さん

13区　上飯樋

   鈴木秀範 さん

14区　比  曽

  遠藤　孝 さん

15区　長  泥

  髙橋正弘 さん

16区　蕨  平

  真壁成行 さん

17区　関根・松塚

     本名洋文 さん

18区　臼  石

  林　英滋 さん

19区　前  田

  青田光雄 さん

20区　二枚橋・須萱

    佐藤義彦 さん

新新 新

新

新

新

新

新 新

新 新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

前田・八和木／農と和、自然豊かなみどりの郷 11区

大久保・外内／なんとなく楽しい結いの郷

上飯樋／地区の主体性が育む魅力あふれる上飯樋

比  曽／新しい比曽に向けて一歩ずつ・みんなの力を少しずつ

長  泥／人と自然とがふれあう花の里長泥、再び

蕨  平／次世代につないでいくふるさと、人の繋がりがある行政区

関  根・松塚／みんながもっと笑顔でくらせる「ゆーとぴあ」を目指そう

臼  石／地域の繋がりで、みんなで楽しい行政区

前  田／ ☆北の清水　蛍の楽園19

二枚橋・須萱／健康と環境、地域の絆を大切に、さらに活気ある20区へ

行政区長・副区長会議

報告のページ

　４月16日、交流センター「ふれ愛館」で、「令和８年度第
１回飯舘村行政区長・副区長会議」が開かれ、行政区長と
副区長に委嘱状が交付されました。任期は令和10年３月
までの２年間です。行政区長会長には、菅野宗夫区長（佐
須）が選任されました。

山田　登 さん（伊丹沢）
髙橋健二 さん（関沢）
門馬伸市 さん（八木沢・芦原）

故・佐藤春雄 さん（大倉）
渡邊富士男 さん（飯樋町）
長正増夫 さん（大久保・外内）
須藤　一 さん（比曽）
佐藤勝見 さん（前田）
青柳敏雄 さん（二枚橋・須萱）

退任された前行政区長 

ありがとうございました 

草  野／ホッと立ち止まりたくなる草野

深  谷／住む人、来る人、過ぎる人　みんなで楽しく里づくり

伊丹沢／みんなで力を合わせて築くいたみざわ

関  沢／笑顔と心の豊かな人づくり

小  宮／住みやすい田舎　小宮

八木沢・芦原／太平洋を望める 自然豊かな風力の郷 八木沢・芦原

大  倉／水と緑と出逢いの郷　大倉

佐  須／「話 、和 、輪 」の笑楽づくり～きょうより あしたの佐須へ～

宮  内／家族的でまとまりのある心豊かな八龍の里

飯樋町／にぎわいと笑顔あふれる融和の里　飯樋町

地域みがきあげ計画（令和８年度〜12年度）

飯舘村の20行政区を紹介するレギュラーコーナーがスタートしました。
第１回は今月号のP28に掲載しています。

　行政区ごとに５か年の目標や取り組みをまとめる「地域みがきあげ計画」。それぞれの地域の魅力や課題
を踏まえ、将来像を掲げて地域づくりを進めます。各行政区が計画に掲げた「目標」を紹介します。

行政区を紹介する
新コーナーがスタート

広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 14141515



空から
百景

桜色に染まる

４月中旬に満開を迎えた「飯舘復興三千本の桜」。
暖かい日が続き、花便りを耳にした皆さんが連日訪
れ、散策を楽しんでいました。桜まつりを控え、心を込
めて整えられた桜の園。飯舘村の春の名所です。「桜
まつり」の模様は次のページで。

広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 16161717



會田征男さん・ツタ枝さん夫婦（伊丹沢）が長
年植樹と手入れを続ける桜の名所「飯舘復興
三千本の桜」。一帯を桜色に染める美しい風景
が報道などを通して広く知られるようになり、
４月19日の「桜まつり」には、村外からも多くの
人が訪れにぎわいました。前日18日の夜には
ライトアップイベントが行われ、夜空に浮かび
上がる桜並木の幻想的な光景が広がりました。

飯樋地区の大雷神社では、「ふらっと」（大内
亮代表／八木沢・芦原）が、４月18日に「桜ま
つり」を開きました。「ふらっと」のメンバーを
中心に飲食や物販、ワークショップのブースな
どが出店し、訪れた人をもてなしました。夕暮
れから夜にかけては境内でミニライブも行わ
れ、人々がくつろいだ雰囲気で、思い思いに桜
のイベントを楽しんでいました。

春
ら
ん
ま
ん
の
飯
舘
村
で

春
ら
ん
ま
ん
の
飯
舘
村
で

「花仙人」こと大久保金一さん（小宮）の広大な花
園。一面の水仙、多品種の桜、山野草も彩ります。

飯
舘
復
興
三
千
本
の
桜

飯
舘
復
興
三
千
本
の
桜

大
雷
神
社
の
桜

大
雷
神
社
の
桜

長
泥
の
桜

長
泥
の
桜

村内で最初に満開を迎えるはやま湖畔の桜並木。
桜と水面の色合いのコントラストも魅力。

小
さ
な
花
見
山

小
さ
な
花
見
山  

西
神
城

西
神
城

多田直正さん（宮内）が自宅周辺につくり上げた見
事な花景色。まさに百花繚乱です。

マ
キ
バ
ノ
ハ
ナ
ゾ
ノ

マ
キ
バ
ノ
ハ
ナ
ゾ
ノ

４
月
の
飯
舘
村
は
た
く
さ
ん
の
花
で
彩
ら
れ
、
２
つ
の
桜
ま
つ
リ
も
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

特集２

大
倉
の
桜

大
倉
の
桜

国道399号線の峠道に沿って続く桜並木。峠の風
が爽快に桜吹雪を空へ舞い上げていました。
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学
園
に
着
任
さ
れ
た
先
生
方
を
紹
介
し
ま
す

　
転
入
さ
れ
た
先
生
方
の
着
任
式
は
、４
月
２
日

に
村
役
場
で
行
わ
れ
、杉
岡
村
長
、中
川
副
村
長
、

髙
橋
教
育
長
、佐
藤
村
議
会
議
長
の
他
、議
会
関

係
者
、村
教
育
委
員
、教
育
委
員
会
関
係
村
職
員

が
先
生
方
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
ま
で
い
の
里
の
こ
ど
も
園
の
園
長
に
つ
い
て
は
、

こ
の
た
び
着
任
さ
れ
た
増
田
康
弘
校
長
が
兼
任
と

な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
達
は
村
の
宝
で
あ
り
希
望
で
す
。着
任

式
で
は
出
席
者
が
、子
ど
も
達
へ
の
想
い
、教
育
へ

の
想
い
を
述
べ
ま
し
た
。

までいの里のこども園　入園式 いいたて希望の里学園　入学式
４月６日、いいたて希望の里学園の入学式が同校
体育館で行われ、10人の新１年生が入学しました。

４月７日、園の「わんぱくほーる」で３人の新入園
児の入園式を行いました。

前列左から、大竹侑先生、石田凜花先生、増田康弘
校長、斉藤直人教頭、伊藤さりな主事／後列左か
ら、武山真治先生、鈴木伴栄先生、平塚健次郎先生、
蛭田真衣奈先生、佐藤優美先生

学びの広場

　
1
歳
児
１
人
、３
歳
児
２
人
の
合

わ
せ
て
３
人
が
入
園
し
ま
し
た
。

　
増
田
康
弘
園
長
が「『
た
し
か
な

あ
そ
び
で“
で
き
る
”を
ふ
や
そ
う
』

を
重
点
目
標
と
し
、『
よ
り
よ
い
未

来
を
自
分
た
ち
の
力
で
創
る
こ
と
が

で
き
る
子
ど
も
』の
育
成
に
取
り
組

み
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、髙
橋
教
育
長
は「
村
の
こ
ど

も
園
を
選
ん
で
い
た
だ
き
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。村
の
宝
で
あ
り

希
望
の
光
で
あ
る
子
ど
も
達
を
、と

も
に
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
告

示
を
述
べ
ま
し
た
。

新
し
い
学
園
生
活
に
わ

く
わ
く
し
な
が
ら
、笑
顔

で
式
に
臨
み
ま
し
た
。

４
月
15
日
か
ら
17
日
@
東
京

  ９年生は
修学旅行へ

　
入
学
式
で
は
、先
輩
や
先
生
方
の

温
か
い
拍
手
に
迎
え
ら
れ
、新
１
年
生

が
背
筋
を
ぴ
ん
と
伸
ば
し
て
入
場
し

ま
し
た
。増
田
康
弘
校
長
は
式
辞
で
、

「
学
校
は
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が“
で
き

る
”よ
う
に
な
る
場
所
。た
く
さ
ん
の

わ
く
わ
く
が
待
って
い
る
こ
の
学
校
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
」

と
や
さ
し
く
語
り
か
け
ま
し
た
。ま

た
、在
校
生
代
表
の
生
徒
が
、「
み
ん
な

の
笑
顔
で
学
校
が
輝
き
ま
す
。力
を

合
わ
せ
て
学
び
を
深
め
、一
緒
に
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
つ
く
って
い
き
ま
し
ょ

う
」と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

義務教育学校幼保連携型認定こども園

後期課程９年生は東京方面へ修学旅行に出かけまし
た。村と協定を結ぶ上智大学では学生の皆さんと交流
し、続いて班別自主研修にも挑戦しました。また、劇団
四季のミュージカルを鑑賞したり、テーマパークを訪
れたり、エンターテインメントの感動も味わいました。
天候にも恵まれ、充実した３日間を過ごしました。

亀戸天満宮で亀戸天満宮で
合格祈願合格祈願！！

上智大学を見学
し

上智大学を見学
し

学生の皆さんと交
流

学生の皆さんと交
流！！

仲間との特別な
時間

仲間との特別な
時間

東京ディズニーラ
ンド

東京ディズニーラ
ンド

大切な仲間と共に盛りだくさんの体験をした修学旅行！

広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 20202121



いいたて便り

交流センター「ふれ愛館」では両日で計２回開催しま
した。お忙しい中、ご参加をありがとうございました。

村役場で行われた編成会議。杉岡村長から委嘱状の
交付を受け、今年度の取り組みがスタートしました。

デスティネーションキャンペーン
イイタネちゃんが旅行者を歓迎！

　４月４日、常磐線の各駅で、ゆるキャラ達が特別列
車「サイクルトレイン」を歓迎しました。４月１日から６
月30日まで開催されている「ふくしまデスティネーショ

自転車をそのまま列車に持ち込める「サイクルトレイ
ン」で来県した皆さんを、駅のホームで歓迎しました。

飯舘村鳥獣被害対策実施隊
新年度の活動をスタート

　４月３日、村役場で『飯舘村鳥獣被害対策実施隊
編成会議』が行われ、杉岡村長から隊員22人に委
嘱状が交付されました。隊長には原田直志さん（深
谷）、副隊長に髙野秀春さん（大倉）を、どちらも再
任で選出しました。杉岡村長は、「皆さまの活動が、
生きがいとなりわいの力強い再生と発展につながり、
さらには村が目指すべき将来像『美わしく 清らかな
村 いいたて』へとつながります」と感謝を述べまし
た。同隊は令和７年度にイノシシ170頭、サル222頭、
その他452頭の捕獲を行っています。

住民懇談会及び７次総計画説明会
３会場で全４回開催しました

　４月11日・12日の２日間、交流センター「ふれ愛
館」、サンライフ南相馬（南相馬市）、福島県青少年
会館（福島市）の３会場で、『住民懇談会及び第７
次総合振興計画説明会』を開催しました。
　会には杉岡村長、中川副村長、髙橋教育長、村
管理職が説明者として出席し、令和８年度の重点
事業や７次総計画について説明しました。また、説
明に続いて質疑応答が行われ、現状の課題を共有
しながら、今後の村づくりに対する思いや考えを述
べ合いました。

「ふるさと住民」モデル事業の
実施自治体に選定されました

　居住地以外の地域に継続的に関わる「ふるさと
住民」の登録制度について、制度を所管する総務
省は、スマートフォンの専用アプリを活用したモデル
事業を実施すると発表しました。モデル事業には２
つのタイプがあり、「連携モデル」に７道県37市町村、

「個別モデル」に21市町村が選定されました。令和
８年４月現在、1,126人の「ふるさと住民」が登録さ
れている飯舘村は、「個別モデル」のモデル自治体
に選ばれました。今後、専用アプリの活用について、
具体的な内容の検討を行います。

飯舘村消防団春季検閲式
消防飯舘分署駐車場で開催

　４月19日、消防飯舘分署南側駐車場で、『令和８
年飯舘村消防団春季検閲式』が開催されました。式
には消防団員68人、役場消防隊５人の計73人が参
加しました。式では、川村仁団長（関根・松塚）があ
いさつし、「消防活動を通して、安心できるふるさとを
つくっていくことが我々の責務。取り巻く環境は厳し
くとも、住民が安心して生活できることを願い、意欲
を持って任務にあたるよう、より一層の奮起を願いま
す」と団員を鼓舞しました。訓練と検閲に続いて、永
年勤続の表彰も行われました。

第38回ふくしま駅伝
飯舘村の選手候補を大募集！

　11月15日に開催される第38回ふくしま駅伝（市町
村対抗縦断駅伝競走大会）の候補選手を募集しま
す。お問い合わせ・お申し込みは、いいたてスポーツ公
園管理棟（☎︎0244-42-0152）まで。以下の参加資格に
１つでも該当すれば参加できます。❶令和８年９月１日
時点で村に住民票がある方。❷いいたて希望の里学
園の７・８・９年生。❸他自治体に居住し村に通勤して
いる役場職員・学校の教職員・常備消防職員。❹他
自治体から災害復旧・復興のため村に勤務している
方。❺飯舘村の中学校出身者（ふるさと選手）。

写真は令和６年開催の第36回大会第１区。飯舘村の
たすきをつなぎましょう。ご応募お待ちしています。

規律訓練を行い、分団ごとに整列。検閲官の杉岡村
長、川村団長らが検閲を行いました。

写真はデザインが選べる「ふるさと住民カード」。制度
を活用し、関係人口の拡大・充実に取り組んでいます。

ンキャンペーン」の企画の一環です。
　飯舘村公式キャラクターのイイタネ
ちゃんは、原ノ町駅（南相馬市）で乗客
の皆さんをお出迎え。県や沿線自治体
のゆるキャラ仲間と一緒に、横断幕で歓

迎したり、発車する列車のお見送り
をしたり、大活躍でした。
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話題のパレット

予約＋問  ☎︎070-5521-3275

月・金曜日は休み。不定休あり。平日は昼の部のみ。
　昼の部　午前10時〜午後４時
　夜の部　午後６時〜午後９時
問い合わせはHPのコンタクトフォームから ▶️

　草野地区の食堂「芳頼 神八」にて、飯
舘村に住む子育て世帯を対象とした食事
イベント「わいわい食堂」がスタートします。
「子ども達にとって家族と過ごすよい思い
出に、ご両親には朝ごはんを少しお休みで
きるひとときに」との思いから始まった取り
組みです。
　初回は５月16日に開催され、以降は毎月
第３土曜日に行われます。

　福島と台湾をつなぎ、さまざまな事業を展開している
株式会社サクラ・シスターズ（上飯樋）が、６月30日まで、

『台湾夜市』を開催しています。「デスティネーションキャ
ンペーンふくしま」の特別企画で、会場は、同社事務所
に隣接するゲストハウスCOCODAの敷地内に設置され
ています。福島交通観光と連携したツアーも実施予定。

サクラ・シスターズ「台湾夜市」を開催中!

清水さんの彫刻を常設展示

　４月５日、飯舘ライオンズクラブ（渡邊春治
会長／小宮）の皆さんが、奉仕活動の一環
で、ごみ拾いの美化活動を行いました。
　場所は、會田征男さん・ツタ枝さん（伊丹
沢）が長年にわたり植樹を続けてきた「飯舘
復興の三千本の桜」の周辺です。一面に広
がる桜の園の開花を前に、「訪れる人に気持
ちよく桜を楽しんでほしい」と取り組みました。
ほのかにつぼみが色づいた桜並木の散策
道を中心に、丁寧にごみを拾い集めました。

　広報いいたて４月号のP６でも紹介したは
やま湖畔の『COFFEE CORNER葉山」
は、佐藤耕造さん（大倉）が休日に営むコー
ヒー店。「大倉地区の自然が好きで、訪れる
人にもこの景色を楽しんでほしい。そのひと
ときにコーヒーがあればと」。佐藤さんは月日
をかけ店舗やテラス席を自作で整備。はやま
湖畔を訪れる人や地域の人を、おいしいコー
ヒーでもてなしています。

ライオンズクラブが奉仕活動 『COFFEE CORNER葉山』にて

　村内在住の彫刻家、清水直土さん（草野）
の作品が、いいたて村の道の駅までい館に
展示されています。清水さんは宮城県の出
身で、石彫を中心とした造形作品や絵画を
制作していて、展覧会での受賞歴も多数。令
和４年からは村で暮らし、作家活動を続けて
います。展示場所は、道の駅正面玄関の内
側で、清水さん自身が毎月作品を入れ替え
展示をしています。ユニークでファンキーな作
品の魅力に、ぜひ触れてみてください。

　飯舘村指定文化財の「二枚橋の水芭蕉」
は毎年４月上旬から中旬に見頃を迎えます。
　４月12日、二枚橋・須萱行政区の皆さんが、
群生地の周辺で、草刈りと支障木の伐採を
行いました。今回が初めての実施で、佐藤義
彦区長は「群生地の保全のために、これから
も継続したいと考えています」と話していまし
た。活動の成果により、歩道も大変歩きやすく
なりました。今年もたくさんの水芭蕉が咲き、
可憐な姿が訪れた人を楽しませました。

地域が見守る「二枚橋の水芭蕉」芳頼 神八  子育て世帯を応援する「わいわい食堂」がスタートします！

■利用方法　 電話で事前予約をお願いします。
■料　金　　 １家族あたり100円
■対　象　　 飯舘村にお住まいの子育て世帯
■開催日　　 毎月第３土曜日　
■時　間　　 午前７時から９時まで

台
湾
の
方
直
伝
の
屋
台
料

理
も
楽
し
め
ま
す
。

ラ
ン
タ
ン
揚
げ
も
体
験
で

き
ま
す
。（
実
施
日
要
確
認
）

夜
市
の
ゲ
ー
ム
や
衣
装
を

着
て
の
撮
影
コ
ー
ナ
ー
も
。

４
月
１
日
に
は
地
域
の
方

も
招
い
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
。

サ
イ
フ
ォ
ン
式
の
コ
ー
ヒ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。店

舗
入
口
の
看
板・の
ぼ
り
が
営
業
中
の
サ
イ
ン
。 ３月31日のプレオープンの様子。

予約＋問  ☎︎070-5521-3275

作品名「まぁ石ですから、半永久的にずっと笑顔です。そん
な、表情硬いなんて言わないで下さい。まぁ石ですから。」

家族で気兼ねなく過ごせるよう「わいわい
食堂」専用のスペースを設けています。

広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 24242525



４月の村の動きと主なできごと４月の村の動きと主なできごと

informationinformation村からおしらせ村からおしらせ

　問  飯舘村教育委員会☎︎0244-42-1631

１
日 

・ 

辞
令
交
付
式（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

　
　 

・ 

飯
舘
村
消
防
団
辞
令
交
付
式（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

２
日 

・ 

い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
転
入
教
職
員
披
露
式（
村
役
場
）

３
日 

・ 

福
島
再
生
賃
貸
住
宅「
大
谷
地
住
宅
」竣
工
式（
大
谷
地
住
宅
現
地
）

　
　 

・ 

飯
舘
村
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
編
成
会
議（
村
役
場
）

　
　 

・ 

春
の
交
通
安
全
運
動
に
伴
う
出
動
式（
南
相
馬
市
・
ジ
ャ
ス
モ
ー
ル
駐
車
場
）

４
日 

・ 

ふ
く
し
ま
D
C
ウ
ェ
ル
カ
ム
イ
ベ
ン
ト
　
イ
イ
タ
ネ
ち
ゃ
ん
出
演（
南
相
馬
市
・
原
ノ
町
駅
）

６
日 

・ 

い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
　
入
学
式（
い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
）

６
〜
15
日 

・ 

春
の
全
国
交
通
安
全
啓
発
活
動（
村
内
各
所
）

７
日 

・ 

ま
で
い
の
里
の
こ
ど
も
園
　
入
園
式（
ま
で
い
の
里
の
こ
ど
も
園
）

10
日 

・ 

ほ
っ
と
相
談
会（
飯
舘
村
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

28
日 

・ 

国
道
3
9
9
号
あ
ぶ
く
ま
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
沿
線
自
治
体
連
絡
協
議
会
　
総
会

                                                                                                                      （
宿
泊
体
験
館
き
こ
り
）

16
日 

・ 

第
１
回
行
政
区
長
・
副
区
長
会
議（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

19
日 

・ 

令
和
８
年
飯
舘
村
消
防
団
春
季
検
閲
式（
消
防
飯
舘
分
署
南
側
駐
車
場
）

20
日 

・ 

農
業
委
員
会
定
例
総
会（
村
役
場
）

23
日 

・ 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査（
い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
）

　
　 

・ （ 

仮
称
）飯
舘
村
総
合
振
興
計
画
推
進
協
議
会（
村
役
場
）

　
　 

・ 

定
例
教
育
委
員
会（
村
役
場
）

24
日 

・ 

臨
時
議
会（
議
場
）

　
　 

・ 

わ
く
わ
く
推
進
協
議
会（
村
役
場
）

25
日 

・ 

か
ら
だ
作
り
教
室（
い
い
た
て
ス
ポ
ー
ツ
公
園
）

11
〜
12
日 

・ 

住
民
懇
談
会
及
び
第
７
次
総
合
振
興
計
画
説
明
会 （
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」／

                                                     

南
相
馬
市
・
サ
ン
ラ
イ
フ
南
相
馬
／
福
島
市
・
福
島
県
青
少
年
会
館
）

　問  飯舘村商工会☎︎0244-26-7957

　
問   

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー  

         

（
い
ち
ば
ん
館
内
）

          

☎
０
２
４
４（
42
）１
６
２
６

　
問   

健
康
福
祉
課
福
祉
係 

         

（
い
ち
ば
ん
館
内
）

          

☎
０
２
４
４（
42
）１
６
３
３

　
問   

飯
舘
村
農
業
委
員
会

         

☎
0
2
4
4（

42
）1
6
2
1　

　 

・ 

春
日
部
藤
ま
つ
り
　
出
展（
埼
玉
県
春
日
部
市
）

27
日 

・ 

第
27
回
衆
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
係
る
総
務
大
臣
表
彰（
村
役
場
）

26
日 

・ 「
特
定
帰
還
居
住
区
域
」の
設
定
に
向
け
た
帰
還
意
向
調
査
対
象
者
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　      （
長
泥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

　
村
で
は
徘
徊
す
る
可
能
性
の
あ
る

高
齢
者
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
時
、あ

る
い
は
警
察
等
の
関
係
機
関
に
保
護

さ
れ
た
時
な
ど
に
、早
期
に
身
元
が
判

明
し
、親
族
や
支
援
者
と
連
絡
が
取

れ
る
よ
う
、情
報
を
Q
R
コ
ー
ド
に
し

た
シ
ー
ル
や
ア
イ
ロ
ン
プ
リ
ン
ト
を
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。

　
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、取
り

扱
い
事
業
者
に
連
絡
を
と
る
こ
と
が
で

き
、高
齢
者
の
身
元
の
確
認
に
役
立
ち

ま
す
。シ
ー
ル
や
ア
イ
ロ
ン
プ
リ
ン
ト
の

配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
飯
舘
村
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
支

援
と
し
て
、ま
た
同
時
に
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
目
的
で
、「
い
い
た
て
ほ

の
ぼ
の
商
品
券
」を
、飯
舘
村
商
工
会

に
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
販
売
期
間
内
に
転
入
し
た
方
、出

生
し
た
方
、村
内
の
事
業
所
に
勤
務
し

た
方
、ふ
る
さ
と
住
民
に
登
録
し
た
方

も
購
入
対
象
者
と
な
り
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保護者が働いていない場合でも、時間単位で
保育が利用できる「こども誰でも通園制度」が
スタートしました。利用申請が必要ですので、
利用ご希望の方は、飯舘村教育委員会までお
問い合わせください。

　就労要件を問わず、時間単位でこども園を利用できる新たな通園給付制度です。今年度から
全国で本格運用がスタートし、飯舘村でも活用できるようになりました。

今年度から
スタートした
新制度です

■ 対象児　　村内在住の生後６か月から満３歳未満で、保育所などに在籍していない乳幼児
■ 利用時間　月10時間まで
■ 利用料　　１人１時間あたり300円

「
い
い
た
て
ほ
の
ぼ
の
商
品
券
」

商
工
会
に
て
販
売
中
で
す

　
農
地（
田・
畑
）ま
た
は
採
草
放
牧

地（
原
野
）の
所
有
権
移
転（
売
買
・

贈
与
等
）、賃
借
権
設
定
、そ
の
他
使

用
貸
借
等
を
行
う
に
は
、農
地
法
３

条
の
規
定
に
よ
り
、農
業
委
員
会
の

許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、住
宅
や
資
材
置
場
、農
地
以

外
の
も
の
に
使
う
こ
と（
農
地
転
用
）

に
も
、農
地
法
４
条
・５
条
の
規
定
に

基
づ
き
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
毎
月
末
ま
で
に
提
出
の
あ
っ
た
申

請
が
、翌
月
の
農
業
委
員
会
定
例
総

会
で
審
議
さ
れ
る
他
、事
前
に
別
の

手
続
き
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
た

め
、期
間
に
余
裕
を
も
っ
て
、ご
相
談

く
だ
さ
い
。

農
地
の
贈
与
、売
買
、貸
し
借
り
、

転
用
等
に
は
許
可
が
必
要
で
す

　
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
活
動
し
て
い

ま
す
。団
体
の一
覧
は
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
参
加
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

①村の住民登録者・・・7冊まで購入可

いいたてほのぼの商品券

販売期間　令和8年8月31日まで
利用期間　令和8年9月30日まで

１冊5,000円（1,000円券８枚綴り＝8,000円分）

②村内事業所（商工会員や商品券取扱事業所）に勤務して
いる従業員及びふるさと住民登録者・・・3冊まで購入可

（①の対象者は含まない）

 3,000円もおトク！

〈
許
可
を
受
け
た
ら
〉

許
可
を
得
た
だ
け
で
は
、土
地
の
所

有
権
移
転
や
地
目
変
更
な
ど
の
登

記
は
済
ん
で
い
ま
せ
ん
。許
可
を
受

け
た
ら
速
や
か
に
土
地
の
登
記
を

行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

Q
R
コ
ー
ド
を
活
用
し
た

見
守
り
事
業
に
つ
い
て

サ
ー
ク
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

村
内
で
勤
務
予
定
の
介
護
職
員

研
修
費
を
助
成
し
ま
す

　
村
で
は
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
雇
用
の
確
保
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
安
定

供
給
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、介
護

職
員
初
任
者
研
修
及
び
実
務
者
研
修

の
受
講
料
及
び
教
材
費
を
助
成
し
ま

す
。村
内
の
事
業
所
で
3
年
以
上
就

業
す
る
予
定
が
あ
る
こ
と
、ま
た
は
就

業
予
定
で
あ
る
こ
と
等
が
交
付
要
件

に
な
り
ま
す
。

助
成
額
上
限

　
＊
初
任
者
研
修
　
１
人 

15
万
円

　
＊
実
務
者
研
修
　
１
人 

20
万
円　問  いいたてスポーツ公園

　   （管理棟）☎︎0244-42-0152

　問  交流センター「ふれ愛館」
　     ☎︎0244-42-0072

文化サークル情報

いいたてスポーツ
クラブ情報

は
い  

か
い

広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 広報いいたて  令和８年５月号広報いいたて  令和８年５月号 26262727



ふ
れ
愛
館
だ
よ
り

交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」

か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
と
ス
イ
ー
ツ
お
う
じ

お
す
す
め
図
書
を
紹
介
し
ま
す

　
大
人
気
絵
本『
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
』シ
リ
ー
ズ
の

1
つ
。ス
イ
ー
ツ
し
か
食
べ
な
い
わ
が
ま
ま
な
ス

イ
ー
ツ
王
子
に
ど
う
や
っ
て
パ
ン
を
食
べ
て
も

ら
う
の
か
。お
決
ま
り
の
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
の
変

顔
も
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

柴田ケイコ　KADOKAWA

た
ぬ
き
の
お
ま
じ
な
い

　
言
葉
か
ら「
た
」を
抜
け
ば
い
ろ
い
ろ
な
も
の

に
早
変
わ
り
。「
た
か
」は「
か
」に
な
り
、「
た
か
ら

ば
こ
」は「
か
ら
ば
こ
」に
…
い
た
ず
ら
た
ぬ
き
の

わ
ん
ぱ
く
物
語
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 おおなり修司・文　

丸山誠司・絵　　絵本館

草野行政区（１区）
区民数４１９人（令和８年４月１日現在／住基人口）

公
共
施
設
や
金
融
機
関
、商
工
会
な
ど

が
連
な
り
ま
す
。（
令
和
７
年
１
月
撮
影
）

文
明
年
間
に
築
か
れ
た
と
伝
わ
る
草
野

舘
跡
。
丘
を
利
用
し
た
山
城
で
し
た
。

大火山（おおひやま・標高825m）にはかつて村営の「大火山牧場」があり、集客力抜群の観光イベントも開催さ
れていました。牧場としての活用を終えた後には、自生するヤマツツジを観光資源として生かそうと、村議会OB
会有志が平成16年から整備をスタート。現在は「大火山つつじの森」として、地元の行政区に委託するなどして、
村が管理を続けています。また震災後は、中腹に大規模なクロス発電所が建設され、再生可能エネルギーの拠
点ともなっています。昭和期に映画「戦国自衛隊」のロケ地となったことでも知られています。

　かつてはぎっしり家と商店が集まっていた地
域でしたが、震災の影響は大きく、多くの商店・
住宅が解体されました。住民の減少や高齢化

渡部 功 区長

飯
舘
村
を
形
づ
く
る
個
性
豊
か
な

20
行
政
区
を
連
載
で
紹
介
し
ま
す

平成29年４月。
避難指示解除直
後の街並み。

写真は２枚とも
渡部区長提供。

は避けられませんが、区の皆さんと美化活
動に取り組み、近隣地域の協力を得て盆踊
りなども継続しています。新規のお店が増
えて、新たなにぎわいが生まれています。
将来再び多くの人が住み、皆で祭りを楽し
める、そんな行政区になったらいいですね。

大
火
山
の
今
と
昔

広報いいたてはリニューアル中
令和８年度の広報いいたては、リニューアルを続行中！新しいコー
ナーを立ち上げながら、夏にかけてコツコツ紙面をリフレッシュして
いきます。新企画もご活用・ご愛読いただければ幸いです。

村
政
施
行

70
周
年

５
月
中
旬
に
ヤ
マ
ツ

ツ
ジ
が
見
頃
を
迎
え

る「
大
火
山
つ
つ
じ
の

森
」（
上
の
写
真
は
令

和
７
年
）。右
は
議
員

O
B
会
の
下
草
刈
り

（
平
成
27
年
）。

山
麓
か
ら
山
頂
に
か
け

て
広
が
る
牧
草
地
に
村

営
牧
場
が
あ
り
ま
し
た

（
写
真
は
昭
和
56
年
）。

左
の
写
真
は
昭
和
60
年

の「
大
火
山
牧
場
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」。

さまざまな場所
や暮らしの変化
を見てみよう。

昭
和

平
成

令
和

い
い
た
て
20
行
政
区

草
野
行
政
区

１区いいたて
今昔物語

　
県
道
原
町
川
俣
線（
12
号
線
）が
区

の
東
西
を
貫
く
、村
の
商
業
の
中
心

地
の
一
つ
で
、古
く
か
ら
商
店
街
が
あ

り
、住
宅
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。商

店
街
の
近
隣
に
、旧
草
野
小
学
校
、旧

草
野
中
学
校
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
36
年
に
は
、１
２
０
戸
を
焼

失
す
る
大
火
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

　
草
野
地
区
に
は
旧
大
舘
村
役
場
が

あ
り
、大
舘
村
と
飯
曽
村
が
合
併
し

て
飯
舘
村
と
な
っ
た
昭
和
31
年
以
降

は
、同
地
に
新
し
い
村
役
場
が
建
設

さ
れ
る
ま
で
、飯
舘
村
役
場
草
野
事

務
所
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。

　
村
役
場
は
、平
成
６
年
１
月
に
現

在
の
場
所
に
移
転
す
る
ま
で
、草
野

地
区
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。現
在

も
、公
民
館（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ

愛
館
」）や
消
防
分
署
、駐
在
所
は
草

野
地
区
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
事
業
所
数
も
多
く
、株
式
会

社
菊
池
製
作
所
の
福
島
第
一
工
場
か

ら
第
七
工
場
な
ど
も
位
置
し
ま
す
。

令
和
６
年
か
ら
は
旧
草
野
小
学
校
の

校
舎
で
C
R
S
ス
ポ
ー
ツ
工
業
株
式

会
社
の
工
場
も
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、震
災
と
原
発
事
故
に
よ
る

避
難
を
経
て
、閉
店・廃
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
、建
物
を
解
体
し
た
店
舗・事

業
所
も
多
数
あ
り
ま
す
。

　
避
難
で
老
朽
化
が
進
ん
だ
公
共
施

設
や
村
営
住
宅
な
ど
の
建
て
替
え
・

新
築
が
相
次
い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、洋
菓
子

店
、飲
食
店
、刃
物
工
房
、キ
ャ
ン
ド

ル
工
房
な
ど
が
開
業
し
、新
た
な
に

ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

vol.１
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（3月16日から4月15日までに届け出のあったものを掲載） ※この欄に
掲載を希望しない方は、届け出の時に住民係へお申し出ください。

　
新
年
度
で
慌
た
だ
し
い
毎
日
を
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
て
い
る
村
民
の
皆
様
も
多

い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。季
節
の
変
わ
り
目
の
寒
暖
差
に
よ
り
、ご
体
調
を
崩
さ
れ

て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
ご
自
分
の
ご
体
調
に
向
き

合
わ
れ
、時
に
ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と
も
必
要
で
す
の
で
、ど
う
ぞ
ご
自
愛
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
一気
に
気
温
が
上
昇
し
、例
年
よ
り
も
桜
の
開
花
も
早
ま
り
ま
し
た
。こ
こ
数

年
、認
知
度
が
格
段
に
上
が
っ
た
飯
舘
復
興
三
千
本
の
桜
も
、桜
ま
つ
り
の
1
週

間
前
か
ら
多
く
の
方
々
が
訪
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

幅
広
い
世
代
の
た
く
さ
ん
の
方
々
が
音
楽
や
出
し
物
と
と
も
に
桜
吹
雪
を
堪
能

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。千
里
の
道
も
一歩
か
ら
。會
田
さ
ん
ご
夫
妻
の
こ
れ
ま
で

の
ご
労
苦
と
日
々
の
ご
努
力
に
、改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
伊
丹
沢
の
三
千
本
桜
、大
雷
神
社
の
桜
、大
倉
の
桜
、長
泥
の
桜
、宮
内
の
西
神

城
、そ
し
て
各
行
政
区
や
ご
自
宅
の
お
庭
で
の
桜
や
ハ
ナ
モ
モ
、レ
ン
ギ
ョ
ウ
、ス
イ
セ

ン
、菜
の
花
な
ど
、村
民
の
皆
様
が
手
塩
に
掛
け
て
育
て
て
き
た
花
木
が一斉
に
咲

き
揃
う
、飯
舘
村
な
ら
で
は
の
春
の
美
し
さ
が
、見
る
方
の
心
を
満
た
し
て
く
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、立
村
70
周
年
を
迎
え
る
本
年
4
月
1
日
か
ら「
飯
舘
村
第
7
次
総

合
振
興
計
画
」が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。計
画
に
定
め
た
将
来
像
で
あ
る

　「
美
わ
し
く 

清
ら
か
な
村 

い
い
た
て
」

に
向
か
い
、鋭
意
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。深
谷
産
業
団
地
の
整
備
や
農

業
を
は
じ
め
林
業・商
業
等
、各
種
産
業
の
力
強
い
振
興
、住
宅
の
確
保
等
を
進

め
て
い
く
と
同
時
に
、健
康
寿
命
の
延
伸
に
資
す
る
施
策
や
、村
独
自
の
子
育
て

応
援
の
た
め
の
施
策
、支
援
事
業
を
着
実
に
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
こ
の「
美
わ
し
く
清
ら
か
な
村
」で
、「
明
日
が
待
ち
遠
し
く
な
る
よ
う
な
わ
く

わ
く
す
る
楽
し
い
」毎
日
を
送
れ
る
よ
う
、村
民
の
皆
様
の
お
幸
せ
の
た
め
全
力

を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
、ご
理
解・ご
協
力
の
ほ
ど
、宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
5
月
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
合
わ
せ
、沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。ぜ
ひ
奮
って
ご
参
加
の
上
、新
緑
の
飯
舘
村
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

おくやみ

氏     　名      　 　  　     年齢            行政区

小  林 ハル子 さん

髙  橋 ヤヨイ さん

菅  野  ヨ  シ         さん

小  林  利  雄  さん

庄  司  武  子  さん

菅  野  昭  一  さん

只  野  智  恵   さん

100

  98

  95

  95

  81

  74

  49

          小　宮

          草　野

          長　泥

          関　沢

　　  伊丹沢

          佐　須

      前田・八和木

ご冥福をお祈り申し上げます

ひとのうごき 　 令和８年４月１日現在

　●男　2,198人（ー５）
　●女　2,109人（ー７）
　　計　4,307人（ー12）

世帯数　1,784戸（＋１）

人   口 　今 月   （前月比）
　　       転入    ９人
　　       転出    12人
　　       出生    ０人
　　       死亡　９人
　   （住民基本台帳人口）

３月1日〜31日までの人口動態

■ ひとのうごき■ ひとのうごき

心満たす飯舘村の春景色
      「美わしく 清らかな村 いいたて」 愛楽故郷味

あいらく ふるさと み

杉岡 誠 村長 の
第42 回

　「家族で花見をした時の写真です。村内のいろいろな桜を見に
行った中で撮影しました」。髙橋さんから提供いただいたのは、大
雷神社の桜と、三千本の桜の写真です。
　「目にした瞬間に『あっ、ここだ』と感じた風景を撮影するように
しています。自分がきれいだと思った一瞬を切り取って残すことが
できるから、写真は面白いですね。大雷神社は桜と空、そして神社
のこの様子が村の原風景だなと。三千本の桜は、桜の色の違いの
対比がきれいだなと思って撮影しました」。どちらも飯舘村の春を
象徴する美しい風景です。「震災から15年が経ち、村民の記憶か
ら村の原風景がだんだん薄れてしまうのではないかと感じていま
す。写真に残すことで、子ども達や次の世代に、美しい飯舘村の原
風景をつないでいきたいと思います」と強い思いを語りました。

■ 写真様式　データ、現物を問いません。　  　■ 写真枚数　１掲載につき１〜２枚程度。
■ 提出方法　電話で写真の詳細をお聞きした後、相談させていただきます。
■ 選　　考　応募多数の場合は選考します。　 ■ 報　　償　１掲載につき1,500円。

　問  村づくり推進課企画定住係（広報担当：巻野）☎︎0244-42-1613

テーマは「花見の季節」
　　　〜飯舘村の桜景色〜

例えば…「梅雨」「父の日」「アジサ
イ」「ジューンブライド」をテーマに。6/15締切

7月号

パシャリ

いいたて    　　　　リレー
皆さんが広報委員！

PPHHOOTTOO
フォト

月ごとのテーマで写真を募集、エピソードと共に紹介します。

撮影者  髙橋喜一さん（小宮）

例えば …「こどもの日」「母 の日」
「新緑」をテーマに。5/15締切

６月号

桜桜
花花
爛爛
漫漫

問  住民課税務係 ☎︎0244-42-1615

うる きよ
❶ 村県民税は通常課税     （特別徴収は５月、普通徴収は６月に納付書を発送予定）
❷ 固定資産税は通常課税（４月に納付書を発送済み）※令和５年避難指示解除区域の土地と家屋は８年度まで減免。
❸ 軽自動車税は通常課税（５月に納付書を発送予定）※令和５年避難指示解除区域の農耕車（トラクター）は８年度まで減免。

暮らしの耳より情報     ❷令和８年度の村税関連の日程をお知らせします

                                  区　分　                                                      保険料（７月賦課）　                                   窓口負担
上位所得層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     通常課税　　　　　　　                   通常負担
長泥以外19の行政区で所得633万円以下　　　　　　　         1/2課税　　　　　　　     令和９年２月末まで免除
長泥行政区の所得633万円以下、帰還困難区域                    令和９年３月分まで減免　　            令和９年２月末まで免除

❺ 介護保険料

❹ 国民健康保険税・後期高齢者医療保険料
　　　　　　　　区　分　　　　　　　　　保険税（７月課税）・保険料（８月賦課）　　    　      窓口負担
上位所得層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通常課税　　　　　　　　　　       通常負担
長泥以外19の行政区で所得600万円以下　　　　　　            1/2課税　　　　　　          令和９年２月末まで免除
長泥行政区の所得 600万円以下、帰還困難区域　　           令和９年３月分まで減免　　           令和９年２月末まで免除
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